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(57)【要約】
　本発明はシール剤組成物、液晶表示装置及びシール剤
組成物を利用した液晶汚染防止方法を提供する。該シー
ル剤組成物は、２０～３０重量部の紫外線重合性二重結
合含有モノマー、１５～２０重量部の熱重合性モノマー
、５～２０重量部の重合性オリゴマー、０．１～５重量
部の光開始剤、１０～２０重量部の熱硬化剤、０～２０
重量部の顆粒添加剤からなり、前記重合性オリゴマーは
、ポリエチレングリコールジアクリレート又はその誘導
体である。本発明は重合性オリゴマーと紫外線重合性二
重結合含有モノマーの重合体とを反応させることで、ネ
ットワーク状高分子重合体を生成し、効果的に重合体の
周囲の未反応の熱重合性モノマーに対するアンカー作用
を向上させ、これによりシール剤の液晶に対する汚染を
減少させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紫外線重合性二重結合含有モノマー及び重合性オリゴマーを含み、
　前記重合性オリゴマーは、ポリエチレングリコールジアクリレート又はその誘導体であ
ることを特徴とするシール剤組成物。
【請求項２】
　前記紫外線重合性二重結合含有モノマーはアクリル酸エステルであり、
　好ましくは、メチルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルアクリレート、プロ
ピルアクリレートまたはブチルアクリレートであることを特徴とする請求項１に記載のシ
ール剤組成物。
【請求項３】
　紫外線重合性二重結合含有モノマー２０～３０重量部、
　熱重合性モノマー１５～２０重量部、
　重合性オリゴマー５～２０重量部、
　光開始剤０．１～５重量部、
　熱硬化剤１０～２０重量部、
　顆粒添加剤０～２０重量部、
　以上の成分を含有し、または以上の成分からなり、
　前記重合性オリゴマーは、ポリエチレングリコールジアクリレート又はその誘導体であ
ることを特徴とするシール剤組成物。
【請求項４】
　前記ポリエチレングリコールジアクリレート又はその誘導体の重量平均分子量は２００
～３０００であることを特徴とする、請求項３に記載のシール剤組成物。
【請求項５】
　前記ポリエチレングリコールジアクリレート又はその誘導体の重量平均分子量は２００
～１０００であることを特徴とする、請求項４に記載のシール剤組成物。
【請求項６】
　前記紫外線重合性二重結合含有モノマーはアクリル酸エステルであり、
　好ましくは、メチルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルアクリレート、プロ
ピルアクリレートまたはブチルアクリレートであり、
　前記熱重合性モノマーはエポキシ基含有熱重合性モノマーであり、
　前記光開始剤はジベンゾイルパーオキサイド、過酸化ラウロイル、アゾビスイソブチロ
ニトリル、アゾビスイソヘプトニトリル、ジイソプロピルペルオキシジカーボネートまた
はジシクロヘキシルペルオキシジカーボネートであり、
　前記熱硬化剤はアミノ基含有硬化剤であり、
　前記顆粒添加剤は二酸化珪素顆粒であることを特徴とする、請求項３に記載のシール剤
組成物。
【請求項７】
　前記エポキシ基含有熱重合性モノマーはエチレングリコールジグリシジルエーテルであ
り、
　前記アミノ基含有硬化剤は１，８－ジアミノ－３，６－ジオキサオクタンであることを
特徴とする、請求項６に記載のシール剤組成物。
【請求項８】
　ａ）請求項１～７のいずれか１項に記載のシール剤組成物を混合し、遮光にて脱泡処理
を行うステップと、
　ｂ）ステップａ）により得られた混合物をカラーフィルター基板及び／またはアレイ基
板上に塗布してから、カラーフィルター基板とアレイ基板に液晶を充填して貼り合わせ、
液晶表示パネルを得るステップと、
　ｃ）液晶表示パネルに紫外線を照射し、シール剤組成物中の重合性オリゴマーと紫外線
重合性二重結合含有モノマーの重合体とを、紫外線重合反応させるステップと、
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　ｄ）ステップｃ）で得られた液晶表示パネルに対し加熱を行い、シール剤中の熱重合体
モノマーに熱重合反応させるステップと
を含むことを特徴とする、シール剤組成物を用いて液晶汚染を防止する方法。
【請求項９】
　前記ステップａ）において、１～５時間をかけて遮光にて脱泡処理を行うことを特徴と
する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ステップｃ）における紫外線の波長は３５０～３８０ｎｍであり、紫外線照射時間
は１～６０ｍｉｎであり、紫外線照射強度は０．１～１００ｍＷ／ｃｍ２であることを特
徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ステップｄ）における熱重合反応の温度は５０～１５０℃であり、反応時間は０．
５～５時間であることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１～７のいずれか１項に記載のシール剤組成物で封止されることを特徴とする液
晶パネル。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の液晶パネルを含むことを特徴とする表示装置。
【請求項１４】
　請求項１～７のいずれか１項に記載のシール剤組成物の、液晶汚染防止における使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶ディスプレイにおけるシール剤の設計、液晶表示装置及びシール剤を利用
した液晶汚染防止方法に係り、該シール剤の用途にも係る。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示パネルの製作プロセスにおいて、カラーフィルター（ＣＦ）基板及びアレイ（
Ａｒｒａｙ）基板を貼り合わせてから、カラーフィルター基板とアレイ基板との間に液晶
を充填し、周辺を接着剤で封止する。この接着剤が即ちシール剤である。よく使用される
シール剤は主に、紫外線重合性二重結合含有モノマー、熱重合性モノマー、光開始剤、熱
硬化剤及び顆粒添加剤などを含む。
【０００３】
　よく使用されるシール剤は、逐次重合（Ｓｔｅｐｗｉｓｅ　ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｉ
ｏｎ）法によって架橋するものである。まずは紫外線重合を行う。該プロセスにおいて、
紫外線照射により光開始剤にラジカルを生成させ、ラジカルは紫外線重合性二重結合含有
モノマーの連鎖重合（ｃｈａｉｎ　ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｉｏｎ）を開始させ、高分子
重合体を生成する。このプロセスにおいて、熱重合性モノマーの重合反応速度は比較的遅
く、紫外線重合性二重結合含有モノマーの重合速度は比較的速い。このため、紫外線重合
性二重結合含有モノマーを重合により生成した高分子重合体は、シール剤中の熱重合性モ
ノマーをアンカー（引留）し、熱重合性モノマーの液晶への拡散を阻害し、液晶がシール
剤に汚染されることを防止し、これにより液晶パネル周辺に黄変及び不均一などの現象が
出現することを回避する。紫外線重合反応が終了してから、さらに熱重合反応を行い、該
プロセスにおいて熱重合体モノマーが重合し、力学性能の優れた高分子重合体を生成し、
これにより効果的にカラーフィルター基板とアレイ基板とを粘着させる。
【０００４】
　以下の非特許文献１～３は、重合体ネットワークにより周辺の小分子をアンカーするこ
とについて研究している。
【０００５】
　現状では、従来のシール剤は、紫外線重合プロセスにおいて、紫外線重合性二重結合含
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有モノマーが光開始剤により重合し、生成した高分子重合体は鎖状であることが多く、効
果的に熱重合性モノマーをアンカーすることはできず、依然一部の熱重合性モノマーは液
晶中に拡散し、液晶を汚染している。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】Ｇｕｏ　ＪＢ，　Ｓｕｎ　Ｊ，　Ｚｈａｎｇ　ＬＰ，　Ｌｉ　ＫＸ，　
Ｃａｏ　Ｈ，　Ｙａｎｇ　Ｈ，　Ｚｈｕ　ＳＱ，　Ｐｏｌｙｍ　Ａｄｖａｎ　Ｔｅｃｈｎ
ｏｌ，　２００８：　１９：　１５０４－１５１２．
【非特許文献２】Ｇｕｏ　ＪＢ，　Ｓｕｎ　Ｊ，　Ｌｉ　ＫＸ，　Ｃａｏ　Ｈ，　Ｙａｎ
ｇ　Ｈ．　Ｌｉｑ　Ｃｒｙｓｔ，　２００８：　３５：　８７－９７．
【非特許文献３】Ｇｕｏ　ＲＷ，　Ｃａｏ　Ｈ，　Ｙａｎｇ　ＣＹ，　Ｗｕ　ＸＪ，　Ｍ
ｅｎｇ　ＱＹ，　Ｌｉｕ　Ｔ，　Ｈｅ　ＷＬ，　Ｃｈｅｎｇ　ＺＨ，　Ｙａｎｇ　Ｈ．　
Ｌｉｑ　Ｃｒｙｓｔ，　２０１０：　３７：　３１１－３１６．
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記事情に鑑みて、本発明の主な目的は、シール剤組成物、該シール剤を利用して液晶
汚染を防止する方法、及びその使用、液晶パネル及び表示装置を提供することである。シ
ール剤中の重合性オリゴマー及び紫外線重合性二重結合含有モノマーの重合体が、紫外線
重合反応中にネットワーク状高分子重合体を生成することにより、重合体の周囲の未反応
の熱重合性モノマーに対するアンカー作用を増強させ、これによりシール剤の液晶に対す
る汚染を減少させる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するために、本発明は一つの局面でシール剤組成物を提供し、該シール
剤組成物は紫外線重合性二重結合含有モノマー及び重合性オリゴマーを含む。前記重合性
オリゴマーは、好ましくはポリエチレングリコールジアクリレート又はその誘導体である
。より好ましくは、前記紫外線重合性二重結合含有モノマーはアクリル酸エステルであり
、好ましくは、メチルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルアクリレート、プロ
ピルアクリレートまたはブチルアクリレートである。
【０００９】
　本発明はもう一つの局面において、紫外線重合性二重結合含有モノマー２０～３０重量
部、熱重合性モノマー１５～２０重量部、重合性オリゴマー５～２０重量部、光開始剤０
．１～５重量部、熱硬化剤１０～２０重量部、顆粒添加剤０～２０重量部、以上の成分を
含有し、または以上の成分からなり、前記重合性オリゴマーは、ポリエチレングリコール
ジアクリレート又はその誘導体であるシール剤組成物を提供する。
【００１０】
　さらに、前記ポリエチレングリコールジアクリレート又はその誘導体の重量平均分子量
は２００～３０００である。
【００１１】
　さらに、前記ポリエチレングリコールジアクリレート又はその誘導体の重量平均分子量
は２００～１０００である。
【００１２】
　さらに、前記紫外線重合性二重結合含有モノマーは、メチルアクリレート、メチルメタ
クリレート、エチルアクリレート、プロピルアクリレートまたはブチルアクリレートであ
り、
【００１３】
　前記熱重合性モノマーはエポキシ基含有熱重合性モノマーであり、
　前記光開始剤はジベンゾイルパーオキサイド、過酸化ラウロイル、アゾビスイソブチロ
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ニトリル、アゾビスイソヘプトニトリル、ジイソプロピルペルオキシジカーボネートまた
はジシクロヘキシルペルオキシジカーボネートであり、
　前記熱硬化剤はアミノ基含有硬化剤であり、
　前記顆粒添加剤は二酸化珪素顆粒である。
【００１４】
さらに、前記エポキシ基含有熱重合性モノマーはエチレングリコールジグリシジルエーテ
ルであり、
前記アミノ基含有硬化剤は１，８－ジアミノ－３，６－ジオキサオクタンである。
【００１５】
　本発明はさらに、シール剤組成物を用いて液晶汚染を防止する方法を提供し、該方法は
、
ａ）上記のいずれかに記載のシール剤組成物を混合し、遮光にて脱泡処理を行うステップ
と、
ｂ）ステップａ）により得られた混合物をカラーフィルター基板及び／またはアレイ基板
上に塗布してから、カラーフィルター基板とアレイ基板に液晶を充填して貼り合わせ、液
晶表示パネルを得るステップと、
ｃ）液晶表示パネルに紫外線を照射し、シール剤組成物中の重合性オリゴマーと紫外線重
合性二重結合含有モノマーの重合体とを、紫外線重合反応させるステップと、
ｄ）ステップｃ）で得られた液晶表示パネルに対し加熱を行い、シール剤中の熱重合体モ
ノマーを熱重合反応させるステップと、
を含む。
【００１６】
　さらに、前記ステップａ）において、１～５時間をかけて遮光にて脱泡処理を行う。
【００１７】
　さらに、前記ステップｃ）における紫外線の波長は３５０～３８０ｎｍであり、紫外線
照射時間は１～６０ｍｉｎであり、紫外線照射強度は０．１～１００ｍＷ／ｃｍ２である
。
【００１８】
　さらに、前記ステップｄ）における熱重合反応の温度は５０～１５０℃であり、反応時
間は０．５～５時間である。
【００１９】
　本発明は液晶パネルを提供し、前記液晶パネルは前記のシール剤組成物で封止される。
【００２０】
　本発明はさらに、前記液晶パネルを含む表示装置を提供する。
【００２１】
　本発明はさらに、前記シール剤組成物の、液晶汚染防止における使用を提供する。
【発明の効果】
【００２２】
　従来技術と比較して、本発明のシール剤は主に以下のメリットを有する。一、本発明の
シール剤中には重合性オリゴマーが含まれ、この重合性オリゴマー自身は鎖状であり、紫
外線重合性二重結合含有モノマーの重合体と、まず紫外線重合プロセスにおいて、ネット
ワーク状高分子重合体を生成する。従来技術のシール剤が重合プロセスにおいて生成され
る鎖状高分子重合体と比較した場合、本発明のネットワーク状高分子重合体は、より重合
体の周囲の未反応熱重合性モノマーに対するアンカー作用の増強に有利であり、効果的に
シール剤の液晶に対する汚染を低減させる。二、本発明シール剤中の重合性オリゴマー自
身は重合体であり、分子量は比較的大きく、分子構造は線形であり、且つ粘度は比較的大
きく、重合反応前においてもある程度シール剤中の熱重合性モノマー、紫外線重合性二重
結合含有モノマー及びその他の小分子をアンカーすることができ、シール剤中の熱重合性
モノマー、紫外線重合性二重結合含有モノマー及びその他の小分子の液晶への拡散をさら
に低減させ、これによりシール剤の液晶に対する汚染をさらに低減させ、液晶パネル周辺
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に黄変及び不均一等の現象を回避させる。
【００２３】
　本発明の実施例の技術案をさらに明確に説明するために、以下において実施例の図面を
参照しながら簡単に紹介する。明らかなように、以下に記載の図面は本発明の一部の実施
例に係るものであり、本発明を制限するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は本発明のシール剤中の各成分間の反応のメカニズムを示した模式図である
。
【図２】図２は本発明のシール剤中の重合性オリゴマーと紫外線重合性二重結合含有モノ
マーの重合体が、反応により生成したネットワーク状高分子重合体のＳＥＭ写真である。
【図３】図３は本発明のシール剤中に重合性オリゴマー添加前後における、未反応モノマ
ーの液晶への拡散のイメージ図である。
【図４】図４は本発明のシール剤を用いて液晶汚染を防止する方法のフローチャートであ
る。
【図５】図５は本発明実施例中の重合性オリゴマーを添加したシール剤と、重合性オリゴ
マーを添加していないシール剤を、それぞれ液晶表示装置に用いた場合の、シール剤の液
晶に対する汚染の比較ＦＴ－ＩＲスペクトルである。
【図６】図６は本発明実施例中の、重合性オリゴマーを添加したシール剤で液晶表示装置
を封止させた後の、シール剤の液晶に対する汚染のＦＴ－ＩＲスペクトルである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の実施例の目的、技術案及びメリットをさらに明確にするために、以下に本発明
実施例の図面を参照しながら、本発明実施例の技術案についてさらに明確で完全に記載す
る。明らかなように、これら実施例は本発明の一部の実施例に過ぎず、全部の実施例では
ない。記載された本発明の実施例に基づいて、創作的な労働を必要としない前提において
当業者が得られるその他の実施例も、本発明が保護を求める範囲に属するものである。
【００２６】
　本発明の主旨は以下である。従来の液晶表示装置のシール剤成分中にさらに重合性オリ
ゴマーを添加し、重合性オリゴマーと紫外線重合性二重結合含有モノマーをまず紫外線重
合プロセスにおいてネットワーク状高分子重合体を生成し、ネットワーク状高分子重合体
のネットワーク状構造により、効果的に周囲の熱重合性モノマーをアンカーし、これによ
りシール剤の液晶に対する汚染を低減する。同時に、重合性オリゴマー自身がオリゴマー
であるため、重合反応前においてもある程度周囲の未反応モノマーをアンカーする作用が
あり、これによりシール剤の液晶に対する汚染をさらに低減する。
【００２７】
　一つの実施形態において、本発明のシール剤組成物は紫外線重合性二重結合含有モノマ
ー及び重合性オリゴマーを含む。このうち、前記重合性オリゴマーは、ポリエチレングリ
コールジアクリレート又はその誘導体である。さらに好ましくは、前記紫外線重合性二重
結合含有モノマーはアクリル酸エステルであってもよい。このうち、より好ましくは、メ
チルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルアクリレート、プロピルアクリレート
またはブチルアクリレートである。
【００２８】
　前記紫外線重合性二重結合含有モノマーとは、一般的に、二重結合を含有し、光開始剤
が誘発する条件下において、重合可能な化合物である。
【００２９】
一つの実施案において、本発明のシール剤組成物は、
紫外線重合性二重結合含有モノマー２０～３０重量部、
　熱重合性モノマー１５～２０重量部、
　重合性オリゴマー５～２０重量部、
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　光開始剤０．１～５重量部、
　熱硬化剤１０～２０重量部、
　顆粒添加剤０～２０重量部、
　以上の成分を含有し、または以上の成分からなる。
【００３０】
　　このうち、前記重合性オリゴマーは、好ましくは、ポリエチレングリコールジアクリ
レート又はその誘導体である。前記ポリエチレングリコールジアクリレート（ＰＥＧＤＡ
）又はその誘導体は、２～４個のＣ＝Ｃ二重結合を有してもよい。なお、本発明における
Ｃ＝Ｃ二重結合とは、ポリエチレングリコールジアクリレート主鎖上のＣ＝Ｃ二重結合を
言う。好ましくは２つのＣ＝Ｃ二重結合を有し、重量平均分子量は２００～３０００であ
り、好ましくは２００～１０００であり、例えば分子量が２００（ＰＥＧＤＡ　２００）
、４００（ＰＥＧＤＡ　４００）、６００（ＰＥＧＤＡ　６００）または１０００（ＰＥ
ＧＤＡ　１０００）である。
【００３１】
　本明細書において、特に限定がない限り、分子量は一般的に重量平均分子量である。
【００３２】
　本発明のシール剤組成物における、前記紫外線重合性二重結合含有モノマーはアクリル
酸エステルであり、好ましくは、メチルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルア
クリレート、プロピルアクリレートまたはブチルアクリレートであり、前記熱重合性モノ
マーはエポキシ基含有熱重合性モノマーであり、特に好ましくはポリエチレングリコール
ジアクリレートであり、前記光開始剤は好ましくは、ジベンゾイルパーオキサイド、過酸
化ラウロイル、アゾビスイソブチロニトリル、アゾビスイソヘプトニトリル、ジイソプロ
ピルペルオキシジカーボネートまたはジシクロヘキシルペルオキシジカーボネートなどで
あり、前記熱硬化剤は好ましくは、アミノ基含有硬化剤であり、特に好ましくは、１，８
－ジアミノ－３，６－ジオキサオクタンなどであり、前記顆粒添加剤は二酸化珪素顆粒な
どである。
【００３３】
　図１は本発明のシール剤中の各成分間の反応のメカニズムを示した模式図である。本発
明のシール剤中の重合性オリゴマー（ポリエチレングリコールジアクリレート）５は二つ
のＣ＝Ｃ二重結合を有し、紫外線重合反応プロセスにおいて紫外線重合性二重結合含有モ
ノマーの重合体と反応して高分子ネットワーク状重合体を生成する。図１における、紫外
線重合性二重結合含有モノマーの重合体はポリメチルアクリレートである。説明しやすい
よう、図面においてはポリメチルアクリレートの一つのユニットのみを示している。図中
におけるＹ、Ｚは炭素鎖誘導体であり、Ｘ、Ｙ１、Ｍ、Ｎ及びｎはいずれも繰り返し単位
の数を示している。図１に示すように、具体的な反応経路は以下である。光開始剤１２は
紫外線によって励起され、ラジカル１２１及び１２２を生成する。紫外線重合性二重結合
含有モノマーの重合体１３は、ラジカル誘発により、重合性オリゴマー、及び開始されて
いない紫外線重合性二重結合含有モノマーの重合体と反応し、ネットワーク状高分子重合
体１４を生成する。また、重合性オリゴマーはラジカル誘発により、紫外線重合性二重結
合含有モノマーの重合体と反応することもでき、または重合性オリゴマーもラジカル誘発
により、紫外線重合性二重結合含有モノマーの重合体、及び開始されていない重合性オリ
ゴマーと反応し、ネットワーク状高分子重合体１４を生成する。
【００３４】
　図２は本発明のシール剤中の重合性オリゴマーと紫外線重合性二重結合含有モノマーの
重合体が、反応により生成したネットワーク状高分子重合体の走査電子顕微鏡（ＳＥＭ，
Ｌｅｉｃａｓ　４４０）写真である（ＷＤ＝２７ｍｍ，５０００倍拡大）。図２からわか
るように、該ネットワーク状高分子重合体はネットワーク状構造であり、小分子に対し比
較的良いアンカー作用を有する。これにより効果的に未反応熱重合性モノマーの液晶への
拡散を阻止し、これによりシール剤の液晶に対する汚染を低減させる。
【００３５】
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　また、本発明のシール剤中の重合性オリゴマーは重合体であり、分子量は比較的大きく
、例えばＰＥＧＤＡ　１０００の分子量は１０００であり、分子構造は線形であり、粘度
が比較的大きく、重合反応前のシール剤中の小分子をアンカーすることができ、これによ
り重合プロセスにおいて、シール剤中の未反応紫外線重合性モノマー、熱重合性モノマー
またはその他の小分子が液晶中に拡散することをさらに低減する。図３に示すように、重
合性オリゴマー５を添加する前、シール剤３中の未重合モノマー２（未反応の紫外線重合
性モノマー、熱重合性モノマーまたはその他の小分子を含み、主に熱重合性モノマーであ
る）は小分子であるため、液晶１中へ拡散しやすく、ガラス基板辺縁４付近の液晶に対し
て汚染をもたらす。シール剤に重合性オリゴマーを添加した後、重合性オリゴマーは重合
体であるため、分子量は比較的大きく（例えばＰＥＧＤＡ　１０００の分子量は１０００
である）、分子構造は線形であり、粘度が比較的大きく、重合前のシール剤中の小分子を
アンカーすることができ、さらに重合プロセスにおける、小分子物質が液晶中に拡散する
ことを低減させ、よってシール剤の液晶に対する汚染を低減させる。
【００３６】
　本発明のシール剤中の重合性オリゴマーの含有量は液晶汚染制御の効果に影響を及ぼし
、重合性オリゴマーの含有量が比較的低い場合、紫外線重合後に生成された高分子ネット
ワークは網目が比較的大きく、シール剤中の小分子に対するアンカー作用は比較的弱い。
一方、重合性オリゴマーの含有量が比較的高い場合、紫外線重合後に生成された高分子ネ
ットワークは網目が比較的小さく、シール剤中の小分子に対するアンカー作用は比較的強
く、小分子物質が液晶に拡散することはより難しくなり、これによりシール剤の液晶に対
する汚染の低減に有利である。しかし、重合性オリゴマーの含有量が増加する場合、シー
ル剤中のその他の物質（例えば熱重合性モノマー、熱硬化剤）の含有量が低くなり、シー
ル剤の上下基板（アレイ基板とカラーフィルター基板）間に対する接着力は弱くなり、こ
れにより液晶表示パネルの性能に対して影響を及ぼす。よって、シール剤中の重合性オリ
ゴマーが適当な含有量である場合のみ、シール剤の液晶に対する汚染の減少に有利であり
、同時に液晶表示パネルの性能に影響しない。本発明のシール剤中の重合性オリゴマーの
含有量は、各要素を総合的に考慮した上で決めた最適な含有量範囲である。
【００３７】
　また、重合性オリゴマーの分子量は液晶汚染の制御効果にも影響を及ぼし、重合性オリ
ゴマーの含有量と二重結合数が同じである場合、重合性オリゴマーの分子量が比較的小さ
い場合、モル数は多く、含まれる二重結合の官能基モル数は対応するように多くなり、重
合プロセスにおいて重合反応が起こして高分子ネットワークを形成しやすく、これにより
効果的に周囲の小分子物質をアンカーすることに有利である。しかし、分子量の比較的小
さい重合性オリゴマーは、混合する過程において他の小分子化合物と攪拌により均一にな
りやすく、これにより重合性オリゴマー自身の周囲の小分子物質に対するアンカー作用は
弱くなる。一方、重合性オリゴマーの分子量が比較的大きい場合、モル数は少なく、含ま
れる二重結合の官能基モル数は対応するように少なく、重合プロセスにおいて重合反応が
起こして高分子ネットワークを形成しにくく、これにより効果的に周囲の小分子物質をア
ンカーすることに不利である。しかし、高分子量の重合性オリゴマーにおいては、分子鎖
が比較的長く、それ自身の周囲の小分子物質に対するアンカー作用は強くなるため、周囲
の小分子物質が液晶中に拡散することを阻止することに有利である。よって、実際に使用
する際には、比較的好ましい液晶汚染制御の効果を達成するように、適切な分子量の重合
性オリゴマーを選択する必要がある。本発明の好ましい重合性オリゴマーの重量平均分子
量は２００～３０００であり、さらに好ましくは２００～１０００である。
【００３８】
　一つの実施案において、本発明はさらに、上記シール剤組成物を用いて液晶汚染を防止
する方法を提供し、例えば、主に以下のステップを含み、図４に示すとおりである。
　ａ）上記記載のシール剤組成物を混合し、遮光にて脱泡処理を１～５時間行うステップ
。
　ｂ）ステップａ）により得られた混合物をカラーフィルター基板及び／またはアレイ基
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板上に均一に塗布してから、カラーフィルター基板とアレイ基板に液晶を充填して貼り合
わせ、液晶表示パネルを得るステップ。
　ｃ）液晶表示パネルに紫外線を照射し、紫外線重合性二重結合含有モノマーを紫外線照
射により重合して重合体を生成させてから、シール剤組成物中の重合性オリゴマーと紫外
線重合性二重結合含有モノマーの重合体とを、紫外線重合反応させるステップ。ここで、
紫外線の波長は３５０～３８０ｎｍであり、紫外線照射時間は１～６０ｍｉｎであり、紫
外線照射強度は０．１～１００ｍＷ／ｃｍ２である。
　ｄ）ステップｃ）で得られた液晶表示パネルに対し加熱を行い、シール剤中の熱重合体
モノマーに熱重合反応させるステップ。ここで、熱重合反応の温度は５０～１５０℃であ
り、反応時間は０．５～５時間である。
【００３９】
　該方法中で用いられるシール剤組成物は前記本発明のシール剤組成物中の各成分と同じ
であるため、重複する説明は省略する。
【００４０】
　本発明はさらに液晶パネルを提供し、前記液晶パネルは本発明のシール剤組成物で封止
される。
【００４１】
　本発明はさらに、本発明のシール剤組成物で封止された液晶パネルを含む表示装置を提
供する。
【００４２】
　本発明はさらに、前記シール剤組成物の、液晶パネルの汚染防止における使用を提供す
る。
【００４３】
　以下は本発明のシール剤、及び該シール剤を用いて液晶汚染を防止する具体的な実施例
である。本発明実施例中に用いる化学品はいずれも市販によって入手できるものであり、
例えばＡｌｄｒｉｃｈ社から購入できるものである。
【実施例】
【００４４】
＜一＞シール剤の製造及び液晶汚染を防止する方法
【００４５】
＜実施例１＞シール剤１の製造及びシール剤１を利用した液晶汚染防止
ａ）２０重量部の紫外線重合性二重結合含有モノマー（エチルアクリレート）、１５重量
部の熱重合性モノマー（エチレングリコールジグリシジルエーテル）、７重量部の重合性
オリゴマー（２つのＣ＝Ｃ二重結合を含有し、重量平均分子量が２５００であるポリエチ
レングリコールジアクリレート）、０．１重量部の光開始剤（ジベンゾイルパーオキサイ
ド）及び１０重量部の熱硬化剤（１，８　－ジアミノ－３，６　－ジオキサオクタン（１
，８－Ｄｉａｍｉｎｏ－３，６－ｄｉｏｘａｏｃｔａｎｅ））を混合させ、均一な混合物
を得る。さらに前記混合物を脱泡装置に入れ、遮光状態にて脱泡処理を１時間行う。
【００４６】
ｂ）ステップａ）により得られた混合物をカラーフィルター基板上に均一に塗布し、それ
からカラーフィルター基板とアレイ基板との間に液晶を充填して貼り合わせ、液晶表示パ
ネルを得る。
【００４７】
ｃ）液晶表示パネルに対して紫外線を照射する。ここで、紫外線の波長は３５０ｎｍであ
り、紫外線の照射時間は１ｍｉｎであり、紫外線の照射強度は１００ｍＷ／ｃｍ２である
。
【００４８】
ｄ）ステップｃ）で得られた液晶表示パネルに対し加熱を行い、シール剤中の熱重合性モ
ノマーに熱重合反応させる。ここで、熱重合反応の温度は５０℃であり、反応時間は５時
間である。
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【００４９】
＜実施例２＞シール剤２の製造及びシール剤２を利用した液晶汚染防止
【００５０】
ａ）２１重量部の紫外線重合性二重結合含有モノマー（メチルアクリレート）、１６．５
重量部の熱重合性モノマー（エチレングリコールジグリシジルエーテル）、５重量部の重
合性オリゴマー（２つのＣ＝Ｃ二重結合を含有し、重量平均分子量が３０００であるポリ
エチレングリコールジアクリレート）、０．５重量部の光開始剤（過酸化ラウロイル）、
１２重量部の熱硬化剤（１，８　－ジアミノ－３，６　－ジオキサオクタン（１，８－Ｄ
ｉａｍｉｎｏ－３，６－ｄｉｏｘａｏｃｔａｎｅ））、及び２重量部の顆粒添加剤（二酸
化珪素）を混合させ、均一な混合物を得る。さらに前記混合物を脱泡装置に入れ、遮光状
態にて脱泡処理を１．５時間行う。
【００５１】
ｂ）ステップａ）により得られた混合物をカラーフィルター基板上に均一に塗布し、それ
からカラーフィルター基板とアレイ基板との間に液晶を充填して貼り合わせ、液晶表示パ
ネルを得る。
【００５２】
ｃ）液晶表示パネルに対して紫外線を照射する。ここで、紫外線の波長は３７０ｎｍであ
り、紫外線の照射時間は５ｍｉｎであり、紫外線の照射強度は９５ｍＷ／ｃｍ２である。
【００５３】
ｄ）ステップｃ）で得られた液晶表示パネルに対し加熱を行い、シール剤中の熱重合性モ
ノマーに熱重合反応させる。ここで、熱重合反応の温度は６０℃であり、反応時間は４．
５時間である。
【００５４】
＜実施例３＞シール剤３の製造及びシール剤３を利用した液晶汚染防止
【００５５】
ａ）２３重量部の紫外線重合性二重結合含有モノマー（メチルメタクリレート）、１５重
量部の熱重合性モノマー（エチレングリコールジグリシジルエーテル）、１０重量部の重
合性オリゴマー（２つのＣ＝Ｃ二重結合を含有し、重量平均分子量が２０００であるポリ
エチレングリコールジアクリレート）、１重量部の光開始剤（アゾビスイソブチロニトリ
ル）、１３重量部の熱硬化剤（１，８　－ジアミノ－３，６　－ジオキサオクタン（１，
８－Ｄｉａｍｉｎｏ－３，６－ｄｉｏｘａｏｃｔａｎｅ））、及び５重量部の顆粒添加剤
（二酸化珪素）を混合させ、均一な混合物を得る。さらに前記混合物を脱泡装置に入れ、
遮光状態にて脱泡処理を２時間行う。
【００５６】
ｂ）ステップａ）により得られた混合物をアレイ基板上に均一に塗布し、それからカラー
フィルター基板とアレイ基板との間に液晶を充填して貼り合わせ、液晶表示パネルを得る
。
【００５７】
ｃ）液晶表示パネルに対して紫外線を照射する。ここで、紫外線の波長は３７５ｎｍであ
り、紫外線の照射時間は１０ｍｉｎであり、紫外線の照射強度は８０ｍＷ／ｃｍ２である
。
【００５８】
ｄ）ステップｃ）で得られた液晶表示パネルに対し加熱を行い、シール剤中の熱重合性モ
ノマーに熱重合反応させる。ここで、熱重合反応の温度は７５℃であり、反応時間は３時
間である。
【００５９】
＜実施例４＞シール剤４の製造及びシール剤４を利用した液晶汚染防止
【００６０】
ａ）２２重量部の紫外線重合性二重結合含有モノマー（プロピルアクリレート）、１７重
量部の熱重合性モノマー（エチレングリコールジグリシジルエーテル）、１２重量部の重



(11) JP 2015-516590 A 2015.6.11

10

20

30

40

50

合性オリゴマー（２つのＣ＝Ｃ二重結合を含有し、重量平均分子量が１５００であるポリ
エチレングリコールジアクリレート）、１．５重量部の光開始剤（アゾビスイソヘプトニ
トリル）、１５重量部の熱硬化剤（１，８　－ジアミノ－３，６　－ジオキサオクタン（
１，８－Ｄｉａｍｉｎｏ－３，６－ｄｉｏｘａｏｃｔａｎｅ））、及び７重量部の顆粒添
加剤（二酸化珪素）を混合させ、均一な混合物を得る。さらに前記混合物を脱泡装置に入
れ、遮光状態にて脱泡処理を３時間行う。
【００６１】
ｂ）ステップａ）により得られた混合物をアレイ基板上に均一に塗布し、それからカラー
フィルター基板とアレイ基板との間に液晶を充填して貼り合わせ、液晶表示パネルを得る
。
【００６２】
ｃ）液晶表示パネルに対して紫外線を照射する。ここで、紫外線の波長は３６５ｎｍであ
り、紫外線の照射時間は４０ｍｉｎであり、紫外線の照射強度は３５ｍＷ／ｃｍ２である
。
ｄ）ステップｃ）で得られた液晶表示パネルに対し加熱を行い、シール剤中の熱重合性モ
ノマーに熱重合反応させる。ここで、熱重合反応の温度は９０℃であり、反応時間は２．
７時間である。
【００６３】
＜実施例５＞シール剤５の製造及びシール剤５を利用した液晶汚染防止
【００６４】
ａ）２５重量部の紫外線重合性二重結合含有モノマー（プロピルアクリレート）、１７．
５重量部の熱重合性モノマー（エチレングリコールジグリシジルエーテル）、１５重量部
の重合性オリゴマー（２つのＣ＝Ｃ二重結合を含有し、重量平均分子量が１０００である
ポリエチレングリコールジアクリレート）、２重量部の光開始剤（ジイソプロピルペルオ
キシジカーボネート）及び１７重量部の熱硬化剤（１，８　－ジアミノ－３，６　－ジオ
キサオクタン（１，８－Ｄｉａｍｉｎｏ－３，６－ｄｉｏｘａｏｃｔａｎｅ））、及び１
０重量部の顆粒添加剤（二酸化珪素）を混合させ、均一な混合物を得る。さらに前記混合
物を脱泡装置に入れ、遮光状態にて脱泡処理を３．５時間行う。
【００６５】
ｂ）ステップａ）により得られた混合物をカラーフィルター基板上に均一に塗布し、それ
からカラーフィルター基板とアレイ基板との間に液晶を充填して貼り合わせ、液晶表示パ
ネルを得る。
【００６６】
ｃ）液晶表示パネルに対して紫外線を照射する。ここで、紫外線の波長は３６０ｎｍであ
り、紫外線の照射時間は５０ｍｉｎであり、紫外線の照射強度は１５ｍＷ／ｃｍ２である
。
【００６７】
ｄ）ステップｃ）で得られた液晶表示パネルに対し加熱を行い、シール剤中の熱重合性モ
ノマーに熱重合反応させる。ここで、熱重合反応の温度は１００℃であり、反応時間は２
．５時間である。
【００６８】
＜実施例６＞シール剤６の製造及びシール剤６を利用した液晶汚染防止
【００６９】
ａ）２７重量部の紫外線重合性二重結合含有モノマー（エチルアクリレート）、１９重量
部の熱重合性モノマー（エチレングリコールジグリシジルエーテル）、１７重量部の重合
性オリゴマー（２つのＣ＝Ｃ二重結合を含有し、重量平均分子量が６００であるポリエチ
レングリコールジアクリレート）、３重量部の光開始剤（ジシクロヘキシルペルオキシジ
カーボネート）、１８重量部の熱硬化剤（１，８　－ジアミノ－３，６　－ジオキサオク
タン（１，８－Ｄｉａｍｉｎｏ－３，６－ｄｉｏｘａｏｃｔａｎｅ））、及び１５重量部
の顆粒添加剤（二酸化珪素）を混合させ、均一な混合物を得る。さらに前記混合物を脱泡
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装置に入れ、遮光状態にて脱泡処理を４時間行う。
【００７０】
ｂ）ステップａ）により得られた混合物をカラーフィルター基板上に均一に塗布し、それ
からカラーフィルター基板とアレイ基板との間に液晶を充填して貼り合わせ、液晶表示パ
ネルを得る。
【００７１】
ｃ）液晶表示パネルに対して紫外線を照射する。ここで、紫外線の波長は３６５ｎｍであ
り、紫外線の照射時間は２０ｍｉｎであり、紫外線の照射強度は６５ｍＷ／ｃｍ２である
。
【００７２】
ｄ）ステップｃ）で得られた液晶表示パネルに対し加熱を行い、シール剤中の熱重合性モ
ノマーに熱重合反応させる。ここで、熱重合反応の温度は１１０℃であり、反応時間は２
時間である。
【００７３】
＜実施例７＞シール剤７の製造及びシール剤７を利用した液晶汚染防止
【００７４】
ａ）３０重量部の紫外線重合性二重結合含有モノマー（ブチルアクリレート）、１８重量
部の熱重合性モノマー（エチレングリコールジグリシジルエーテル）、１９重量部の重合
性オリゴマー（２つのＣ＝Ｃ二重結合を含有し、重量平均分子量が４００であるポリエチ
レングリコールジアクリレート）、４重量部の光開始剤（過酸化ラウロイル）及び１９重
量部の熱硬化剤（１，８　－ジアミノ－３，６　－ジオキサオクタン（１，８－Ｄｉａｍ
ｉｎｏ－３，６－ｄｉｏｘａｏｃｔａｎｅ））、及び２０重量部の顆粒添加剤（二酸化珪
素）を混合させ、均一な混合物を得る。さらに前記混合物を脱泡装置に入れ、遮光状態に
て脱泡処理を４．５時間行う。
【００７５】
ｂ）ステップａ）により得られた混合物をカラーフィルター基板上に均一に塗布し、それ
からカラーフィルター基板とアレイ基板との間に液晶を充填して貼り合わせ、液晶表示パ
ネルを得る。
【００７６】
ｃ）液晶表示パネルに対して紫外線を照射する。ここで、紫外線の波長は３５５ｎｍであ
り、紫外線の照射時間は６０ｍｉｎであり、紫外線の照射強度は０．１ｍＷ／ｃｍ２であ
る。
【００７７】
ｄ）ステップｃ）で得られた液晶表示パネルに対し加熱を行い、シール剤中の熱重合性モ
ノマーに熱重合反応させる。ここで、熱重合反応の温度は１３０℃であり、反応時間は１
時間である。
【００７８】
＜実施例８＞シール剤８の製造及びシール剤８を利用した液晶汚染防止
【００７９】
ａ）２９重量部の紫外線重合性二重結合含有モノマー（ブチルアクリレート）、２０重量
部の熱重合性モノマー（エチレングリコールジグリシジルエーテル）、２０重量部の重合
性オリゴマー（２つのＣ＝Ｃ二重結合を含有し、重量平均分子量が２００であるポリエチ
レングリコールジアクリレート）、５重量部の光開始剤（アゾビスイソヘプトニトリル）
、２０重量部の熱硬化剤（１，８　－ジアミノ－３，６　－ジオキサオクタン（１，８－
Ｄｉａｍｉｎｏ－３，６－ｄｉｏｘａｏｃｔａｎｅ））、及び１７重量部の顆粒添加剤（
二酸化珪素）を混合させ、均一な混合物を得る。さらに前記混合物を脱泡装置に入れ、遮
光状態にて脱泡処理５時間行う。
【００８０】
ｂ）ステップａ）により得られた混合物をカラーフィルター基板上に均一に塗布し、それ
からカラーフィルター基板とアレイ基板との間に液晶を充填して貼り合わせ、液晶表示パ
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ネルを得る。
【００８１】
ｃ）液晶表示パネルに対して紫外線を照射する。ここで、紫外線の波長は３８０ｎｍであ
り、紫外線の照射時間は３０ｍｉｎであり、紫外線の照射強度は５０ｍＷ／ｃｍ２である
。
ｄ）ステップｃ）で得られた液晶表示パネルに対し加熱を行い、シール剤中の熱重合性モ
ノマーに熱重合反応させる。ここで、熱重合反応の温度は１５０℃であり、反応時間は０
．５時間である。
【００８２】
　表１は、実施例１～８のシール剤における各成分の含有量（重量部）を示したものであ
る。
【表１】

【００８３】
＜二＞比較例
　比較例において、対照用シール剤は、シール剤において重合性オリゴマーを含まない以
外、その他はすべて実施例５と同じである。さらに、前記実施例と同じ方法、ステップに
より、重合性オリゴマーを含まない該対照用シール剤を用いて、液晶表示パネルに対し封
止を行った。
【００８４】
＜三＞液晶汚染テスト
　フーリエ変換赤外分光光度計ＦＴ－ＩＲ（Ｐｅｒｋｉｎ　Ｅｌｍｅｒ、室温テスト）に
より、実施例１、３、４、５、７、８中の液晶表示パネルのシール剤付近の液晶、及び比
較例で得られた液晶表示パネルのシール剤付近の液晶に対してそれぞれ測定を行い、９１
６ｃｍ－１位置における熱重合性モノマーのエポキシ基の特徴となる吸収ピーク強度を比
較する。
【００８５】
　図５は液晶がシール剤により汚染された状況の比較である。カーブ０’は、本発明実施
例５における重合性オリゴマーを添加したシール剤を、カーブ０は、重合性オリゴマーを
添加していない対照用シール剤を、それぞれ液晶表示装置に用いた後の、液晶がシール剤
により汚染された状況の比較ＦＴ－ＩＲスペクトルである。図５からわかるように、重合
性オリゴマーを含まない対照用シール剤によって封止された液晶表示パネルに比較して、
本発明の重合性オリゴマーを含むシール剤によって封止された液晶表示パネルは、その液
晶の９１６ｃｍ－１位置における、熱重合性モノマーのエポキシ基の特徴となる吸収ピー
クが弱く、即ち液晶中に残留している熱重合性モノマーが少ない。図６は、本発明の実施
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例１、３、４、７、８における、重合性オリゴマーを添加したシール剤を液晶表示装置に
応用したものの、液晶がシール剤により汚染された状況のＦＴ－ＩＲスペクトルである（
カーブ１～５はそれぞれ実施例１、３、４、７、８に対応する）。この図からわかるよう
に、本発明実施例１，３，４，７，８のシール剤によって封止された液晶表示パネルは、
９１６ｃｍ－１位置における、熱重合性モノマーのエポキシ基の特徴となる吸収ピークは
比較的弱い（実施例２及び６のＦＴ－ＩＲスペクトルと実施例１、３、４、７、８のＦＴ
－ＩＲスペクトルは類似するものであり、９１６ｃｍ－１位置における熱重合性モノマー
のエポキシ基の特徴となる吸収ピークの強度は比較的弱いため、本発明は実施例１、３、
４、５、７、８に対応するＦＴ－ＩＲスペクトルを例に説明する）。以上によって、本発
明の重合性オリゴマーを含むシール剤で密封した液晶表示パネルは、効果的に、シール剤
中の未反応の熱重合性モノマーが液晶中に拡散することを防止し、さらに効果的にシール
剤の液晶に対する汚染を減少させ、液晶パネル周辺に黄変及び不均一な現象が出現するこ
とを防止できる。
【００８６】
　以上は本発明の例示的な実施形態であり、本発明の保護範囲を限定するものではない。
本発明の保護範囲は付属の請求の範囲によって決まる。
【符号の説明】
【００８７】
　　１　液晶
　　２　未重合モノマー
　　３　シール剤
　　４　ガラス基板辺縁
　　５　重合性オリゴマー
　　１２　光開始剤
　　１２１、１２２　ラジカル
　　１３　紫外線重合性二重結合含有モノマーの重合体
　　１４　高分子重合体
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摘要(译)

公开了一种密封剂组合物，液晶装置和使用该密封剂组合物防止液晶污
染的方法。密封剂组合物由20-30重量份的可紫外聚合的双键单体，15-
20重量份的热聚合单体，5-20重量份的可聚合低聚物，0.1-5重量份的a
组成。光引发剂，10-20重量份的热固化剂和0-20重量份的颗粒添加剂，
其中所述可聚合的低聚物是聚（乙二醇）二丙烯酸酯或其衍生物。在本
发明中，通过可聚合低聚物与可紫外聚合双键单体聚合物之间的反应生
成网状高分子聚合物，有效地提高了聚合物对周围未反应热聚合单体的
锚固效果，从而减少了污染由密封剂制成的结晶液体。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/633121c9-46d8-401c-a646-d4c07f7b4637
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/046896049/publication/JP2015516590A?q=JP2015516590A

